
 今、社会は驚くほどのスピードで変化しており、子どもたちがこれか

ら生きていく未来は、私たちが想像もできないほど、多様で複雑なもの

になっていきます。そのような社会に対応できる力を養うためには、子

どもたちが自分で考え、学び、そして様々なことに挑戦してみることが

ことが重要です。 

 幸小学校では、様々な場面で「挑戦」をキーワードとして新たなこと

にチャレンジすることの大切さを伝えてきました。6月に行われた小樽

運河ロードレースや7月の潮ねりこみには、たくさんの子どもたちが参加して、ふるさ

と小樽での思い出を心に刻みました。ポエムコンクールや音読カップ、そろばんや剣

道、空手や暗算、水泳に挑戦している子もいます。学習の中で漢字の習得や計算が早く

正確にできることを目標に頑張っている子もいれば、体育やスポーツを通して、自分の

限界に挑戦し、記録の更新に熱意を持っている子もいます。 

 小学生という発達段階を考えたとき、一つのものに集中して取り組むことはもちろん

大切ですが、これからの人生を楽しく豊かに過ごすために「自分が生涯をかけて取り組

むことができるなにか」を見つけることも大切ではないでしょうか？ そのためにも、

今は様々なことに挑戦し、体験を増やすことが重要な時期であると考えています。 

 8月に実施した学校評価アンケートでは、「自分（お子さん）には良いところがあ

る。」の質問に対しての肯定的な回答が、保護者78％、児童72％という結果でした。

この結果をどう受けとめますか？ 私はこの数値をもっともっと上げるように子どもた

ちと接していきたいと日々考えています。勉強でもスポーツでも、子どもたちが、今ま

で経験したことのないことに自ら挑戦できるようにアドバイスしたり、ちょっとだけ背

中を押してあげることで、多くの子どもは、楽しく挑戦することができます。「結果」

はもちろんですが、その「過程」を励まし、認めることで、子どもたちが

自信をもって、また新しいことに挑戦できる環境をつくってあげること

が、子どもの自己肯定感をあげるためにも有効です。 

 学校と家庭、そして地域が、子どもたちの興味・関心をくすぐり、寄り

添い、褒める過程を通して、子どもたちが楽しく自信をもって日々の生活

を送れるように協力していきたいと願っています。よろしくお願いいたし

ます。 

  未来を生き抜く力を               校長 草島 拓也 
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１ 日   

２ 月 B日課、代表専門委員会、森SC勤務日 ○ 

３ 火 小中一貫いじめ防止サミット ○ 

４ 水 B日課４時間（期末会議） ○ 

５ 木 B日課、１・２年食育 ○ 

６ 金  ○ 

７ 土   

８ 日   

９ 月 B日課、３・４年食育、森SC勤務日 ○ 

 火 全校朝会 ○ 

 水  ○ 

 木 B日課 ○ 

 金  ○ 

 土   

 日   

 月 B日課 ○ 

 火  ○ 

 水  ○ 

 木 B日課 ○ 

 金  ○ 

 土   

 日   

 月 B日課、森SC勤務日 ○ 

 火 終業式（B日課４時間、給食なし）  

 水 冬休み勉強会①10:00～11:30  

 木 冬休み勉強会②10:00～11:30  

 金   

 土 学校閉庁日  

 日 学校閉庁日  

 月 学校閉庁日  

 火 学校閉庁日  

PTA４校交流会「AED体験講座」 
 １１月１９日に、長橋小学校を会場にして行われ

ました。 

 前半は、小樽消防署オタモイ支署の佐藤英明様よ

り、日本の救急救命の実態や小樽市の救急隊の活動

について講話をいただきました。 

 後半は、長橋地区の消防団の方を講師に、AEDを

用いた救命措置について、参加者一人一人が実践的

に学び、終了後に修了証をいただきました。 

 次年度もご参加、ご協力をお願いいたします。 

 
☆参加者の声☆ 

 ・   小樽は救急車が５，６台しかないこと、年間7000件の

通報があること、海外では高学年の子どもたちが救急

救命について学ぶことが当たり前であるとのことを初

めて知りました。 

 ・   今まで敬遠していたAEDについて学ぶことができ、命

を守るための知識を得ることができたほか、AED の必

要性を理解することができた。   

☆後期学校評価 
 後期（９月～１２月）の学校評価に係り、保護者

および児童、教職員を対象にアンケート調査を行い

ます。 

 保護者向けアンケートを１２月１３日（金）にテ

トルにて配信しますので、２０日（金）までのご回

答にご協力をお願いします。 

保護者会、ありがとうございました 
 先週、授業参観と懇談が行われました。 

 懇談後には、各学級でレクが行われ、親子で楽し

いひとときを過ごしました。 

 本年度も残り３カ月余りとなりました。 

 ３学期は、現学年の締めくくりの学期であると同

時に「次学年の０学期」でもあります。 

 ご家庭においては、この冬休みを実りある３学期

にするためのリフレッシュと目標設定の機会となる

ように、お子さんへの意識づけとサポートをお願い

します。 

☆小樽市ヒヤリハット体験調査 
 先月下旬に、４～６年生とその保護者を対象にし

て、「一般財団法人トヨタ・モビリティー基金」名で

「交通安全調査に関する御協力のお願い（依頼）」と

いう文書を配付しました。 

 この調査のねらいは、危険地域や危険度を把握し、

児童や保護者に啓発を行い、道路環境の改善に役立て

るものです。通学など徒歩での移動中や車両の運転中

に、「もう少しで事故になりそうだ」と感じた体験

（ヒヤリハット体験）をWebのマップに登録してくだ

さい。 

 子供達は、学校で実施したところですが、子供達の

命を守るために、保護者の皆様もぜひご協力を！ 


